







































































































































































































































































































































































































に向けて」中部図書館学会誌 vol.35 1994. 3 巻
頭言から）
これほど大きな仕事でなくとも、みなさんもそ
ういう瞬間を感じたことがありませんか？その時
茂出木理子 大学図書館の役割を考える：地域貢献・図書館連携
― ７５ ―
は気づきにくいものですが、振り返ってみれば、
あの瞬間の、あの行動が大事であったと思うこと
がありますよね。私は「そのタイミングは逃さな
いようにするんだよ」ということを次世代に伝え
て行きたいと思っています。
それともう 1つ、文献からご紹介します。アメ
リカのカーネーギー図書館長が書かれた『新しい
サービスを立ち上げる際に図書館員として重要な
こと 6つ』です。（「地域活性化志向の公共図書館
における経営に関する調査研究」p.197から）中
でも私は、「地域コミュニティのニーズやウォン
ツを肌身で感じ取り自分の確信に変えること」が
大事だと思います。地域連携という言葉を持ち出
すまでもなく、自分のこととして実感できるか、
本気で考えられるか、それは、最初に申し上げた
「面白いか、面白くないか、それだけが問題だ」
に通じるマインドです。
9．パッチワークと連携は似ている
最初に私のプレゼンテーションはパッチワーク
的であると言いました。
パッチワークは連携と似ています。まず各々の
素材、パーツにはある程度「尖り感」が必要で
す。一方「尖り感」が必要だからと言って、他の
素材と全然合わないのも困るので、尖っているけ
ど、なじみやすいという性質が求められます。パ
ッチワークには、全体として同系色とか同じモチ
ーフとか何らかのテーマ性が必要です。連携も、
素材としての自分や相手の特徴を際立たせると同
時に、全体としてテーマが調うように、共通点を
見つけるようにするのが大事でしょう。また、パ
ッチワークは縫い目がほつれないように丁寧なケ
アが必要ですが、連携も最初はよくてもお互いケ
アしていかなければ、やがてルーチンワークにな
ってモチベーションが落ちて行き、つまらない仕
事になってしまいます。
さらに、一旦完成させた作品でも、さらにパー
ツを繋げばどんどん広がるように、連携も 1回で
終わったり、あるいは連携相手を固定して安心し
てしまったりではなく、さらに広げて行ける可能
性があるものでしょう。そして最も大事なこと
は、作品として全体のバランスやセンスがいいか
を、少し離れて見る視点です。担当者になると目
の前の仕事に必死で、何のために始めようとした
のか俯瞰的に見られなくなることがあるので、全
体的な視線で見直すということが重要なポイント
であると考えています。
10．まとめ──モヤモヤとワクワクは同義語
さて、今日の「アウトカム」は、「みなさん自
身がワクワクできるネタ、キーワードを見つける
こと」だと申し上げました。この 90分間でワク
ワクするネタが見つかった方はそれでよし、そう
でなくても今、なんとなくモヤモヤしている方も
それはそれで充分な「アウトカム」です。もう少
しで何とかなりそうかもとモヤモヤしている気持
ちは、少しだけ視点を変えればワクワクした気持
ちに転じ、それは次のステップが見えている状態
だと、私自身の実感をこめて断言します。
しかし、どうしてもワクワクした気分になれな
いとか、頭が固くて常識的な考えに戻ってしまう
という方には、『トム・ピーターズのサラリーマ
ン大逆襲作戦』（トム・ピーターズ著，TBS ブリ
タニカ，2000，（1）ブランド人になれ！（2）セ
クシープロジェクトで差をつけろ！（3）知能販
のプロになれ！）シリーズ 3冊をお薦めして、本
日の私からの話題提供を締めさせていただきま
す。
（本稿は、2016年 9月 9日に北星学園大学にて開
催された第 58回北海道図書館大会第 4分科会で
の講演内容に加筆・修正したものである。）
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